
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】水質ろ過効果が高く、組み立て分解が用意で安

全性が高いフィルター構造の提供。

【解決手段】フィルター構造は、中空状で、二端が進水

口、出水口を有する本体１０と、本体中に成層し、容置

空間を有し、導孔を有する複数の隔層体２０と、活性石

、KDF銅亜鉛３２フィルター層、亜硫酸カルシウム３３

層、活性炭３４層などを隔層体の容置空間中に設けるフ

ィルター体と、からなる。シャワーヘッド、台所の蛇口

、RO純水機等と結合し、水質は隔層体によりろ過され、

浄化効果を達成する。主に、本体内の隔層体構造は簡単

で、組み立て分解が容易で、製造コストを減少させ、環

境保全にも考慮し、且つ、水質ろ過効果も高い。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ ィ ル タ ー 構 造 で あ っ て 、
中 空 状 で 、 二 端 が 進 水 口 、 出 水 口 を 有 す る 本 体 と 、
前 記 本 体 中 に 畳 状 に 成 層 し 、 容 置 空 間 を 有 し 、 導 孔 を 有 す る 複 数 の 隔 層 体 と 、
前 記 容 置 空 間 中 に 設 け る フ ィ ル タ ー 体 と 、
か ら な り 、 シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 、 台 所 の 蛇 口 、 RO純 水 機 等 と 結 合 し 、 水 質 は 前 記 隔 層 体 に よ り
ろ 過 さ れ 、 浄 化 効 果 を 達 成 し 、 主 に 、 前 記 隔 層 体 は 構 造 が 簡 単 で 、 取 り 外 し も 容 易 で あ り
、 製 造 コ ス ト を 減 少 さ せ 、 環 境 保 全 に も 考 慮 し て い る こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ ー 構 造 。
　
【 請 求 項 ２ 】
前 記 導 孔 は 渦 形 配 列 を な し 、 水 流 が 渦 流 状 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
フ ィ ル タ ー 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 隔 層 体 の 容 置 空 間 の 底 部 は フ ィ ル タ ー 綿 を 設 置 し 、 水 質 ろ 過 効 果 を 増 強 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 隔 層 体 間 は フ ィ ル タ ー 綿 を 設 置 し 、 水 質 ろ 過 効 果 を 増 強 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の フ ィ ル タ ー 構 造 。 　 　 　 　 　
【 請 求 項 ５ 】
前 記 隔 層 体 間 周 縁 は 突 部 を 設 置 し 、 上 側 周 縁 は 前 記 突 部 に 相 対 し て 凹 部 を 設 置 し て 、 前 記
突 部 と 前 記 凹 部 が 係 合 し て 、 前 記 隔 層 体 を 結 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ
ィ ル タ ー 構 造 。 　 　 　 　
【 請 求 項 ６ 】
前 記 本 体 一 端 に 蓋 体 を 螺 設 す る か 、 或 い は 、 そ の 他 の 安 定 し た 連 結 の 蓋 体 を 有 し 、 取 り 外
し が 容 易 で 、 本 体 内 の 素 子 を 交 換 で き 、 且 つ 、 前 記 蓋 体 の 結 合 強 度 が 強 く 、 安 全 性 が た か
い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー 構 造 。 　 　 　 　
【 請 求 項 ７ 】
前 記 蓋 体 一 端 に 内 螺 紋 孔 を 開 設 し て 進 水 口 と し 、 水 流 は こ こ か ら 前 記 本 体 に 進 入 し て ろ 過
し 、 前 記 本 体 の も う 一 側 の 出 水 口 に 外 螺 紋 部 を 開 設 し 、 ろ 過 後 の 水 流 は こ こ か ら 流 出 し て
使 用 者 に 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 フ ィ ル タ ー 体 は 、 そ れ ぞ れ 、 活 性 石 、 KDF銅 亜 鉛 フ ィ ル タ ー 層 、 亜 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、
活 性 炭 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 隔 層 体 は 上 方 と 下 方 に そ れ ぞ れ 導 水 体 を 設 置 し 、 前 記 導 水 体 は フ レ ー ム と フ ィ ル タ ー
綿 を 有 し 、 前 記 隔 層 体 内 の フ ィ ル タ ー 体 が 落 ち る の を 防 止 し 、 ろ 過 効 果 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ ー 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
フ ィ ル タ ー 構 造 で あ っ て 、
中 空 状 で 、 二 端 が 進 水 口 、 出 水 口 を 有 す る 本 体 と 、
前 記 本 体 中 に 畳 状 に 成 層 し 、 容 置 空 間 を 有 す る 隔 層 体 と 、
水 質 ろ 過 効 果 を 有 し 、 前 記 容 置 空 間 中 に 設 け る フ ィ ル タ ー 体 と 、
か ら な り 、 そ の 特 徴 は 、
前 記 隔 層 体 は 前 記 容 置 空 間 底 部 に 中 空 の フ レ ー ム を 一 体 成 形 し 、 前 記 フ レ ー ム に よ り フ ィ
ル タ ー 綿 を 設 置 し 、 水 流 通 過 時 、 雑 物 を ろ 過 す る こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ ー 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は フ ィ ル タ ー の 設 計 に 関 し 、 詳 細 に は 、 水 質 ろ 過 効 果 が 好 ま し く 、 内 部 の ろ 過 す る
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数 個 の 隔 層 体 の 構 造 が 簡 単 で 、 取 り 外 し に 便 利 で 、 製 造 コ ス ト を 減 少 さ せ 、 環 境 保 全 に 考
慮 し た フ ィ ル タ ー 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 人 々 は 毎 日 、 食 事 の 用 意 、 飲 用 、 お 風 呂 、 養 魚 や 、 外 出 旅 行 時 に 水 を 使 用 す る が 、 環 境
が 破 壊 さ れ る に 伴 い 、 水 道 水 の 水 源 水 質 が 保 証 で き な く な り 、 市 場 に は 各 種 水 質 の フ ィ ル
タ ー 設 備 が 売 ら れ て い る 。 こ れ ら の 水 質 フ ィ ル タ ー は 種 類 が 多 い が 、 用 途 は 単 一 で あ り 、
各 種 生 活 製 品 に 幅 広 く 適 用 で き な い 。 例 え ば 、 RO純 水 機 の フ ィ ル タ ー は RO純 水 機 内 だ け に
組 み 立 て 使 用 で き 、 水 槽 で の 養 魚 の 水 質 フ ィ ル タ ー と し て の 使 用 は で き な い 。 養 魚 の 水 質
フ ィ ル タ ー も RO純 水 機 の フ ィ ル タ ー と し て は 使 用 で き な い の で 、 市 場 に 出 回 る 各 種 フ ィ ル
タ ー の 種 類 が 繁 多 で 、 使 用 者 は 日 常 生 活 中 、 あ る 水 質 の ろ 過 に は 特 定 の フ ィ ル タ ー を 装 着
す る 必 要 が あ る の で 、 使 用 上 不 便 で あ り 、 経 済 的 で な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 よ っ て 、 台 湾 で は 、 特 許 番 号 M２ ７ ６ ６ １ ３ 号 「 交 差 式 導 水 フ ィ ル タ ー 」 が 開 発 さ れ 、
該 案 の フ ィ ル タ ー 構 造 は 本 体 内 部 が 斜 向 き に 収 束 す る 組 み 立 て 室 を 設 置 し 、 組 み 立 て 室 の
側 壁 に 多 数 の 嵌 槽 を 設 置 し 、 各 嵌 槽 は 隔 板 、 及 び 、 フ ィ ル タ ー 綿 に よ り 構 成 さ れ る 導 水 層
を 嵌 設 し 、 二 導 水 間 は 遠 赤 外 線 の 精 密 セ ラ ミ ッ ク 顆 粒 層 、 KDF銅 亜 鉛 フ ィ ル タ ー 層 、 亜 硫
酸 カ ル シ ウ ム 層 、 コ コ ナ ッ ツ 殻 活 性 炭 層 、 を 設 置 す る 。 一 端 は 出 水 導 引 管 、 或 い は 、 出 水
導 管 と 枢 接 し 、 も う 一 端 は シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 、 或 い は 、 進 水 制 御 ヘ ッ ド 、 或 い は 、 進 水 端 と
枢 接 し 、 台 所 用 、 風 呂 場 用 、 旅 行 携 帯 用 、 RO純 水 用 、 厨 房 簡 易 用 、 水 槽 用 、 と し て い る が
、 こ の 構 造 は 以 下 の よ う な 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
１ ． フ ィ ル タ ー 構 造 本 体 の 内 部 は 導 水 層 を 嵌 設 し 、 斜 め に 収 束 す る 組 み 立 て 室 を 有 す る 構
造 で 、 製 造 上 困 難 で あ り 、 製 造 コ ス ト も 高 い 。
２ ． フ ィ ル タ ー 構 造 本 体 の 組 み 立 て 室 側 壁 は 多 数 の 嵌 槽 を 有 し て 、 導 水 層 を 嵌 設 し 、 構 造
上 複 雑 で 、 且 つ 、 組 み 立 て 室 内 の 深 さ が 深 い と 導 水 層 の 組 み 立 て 上 偏 移 が 生 じ や す く 、 水
平 度 が 不 十 分 で 、 組 み 立 て が 困 難 で あ り 、 製 造 コ ス ト が 増 加 す る 。
３ ． 導 水 層 は 嵌 設 方 式 で 、 偏 移 に よ る 水 平 度 の 不 足 を 防 止 す る た め 、 緊 密 に 結 合 し 、 フ ィ
ル タ ー 構 造 本 体 の 一 端 は 蓋 体 の よ う に 永 久 固 定 し て 、 熱 融 合 加 工 に よ り 本 体 と 結 合 し 、 即
ち 、 導 水 層 、 及 び 、 導 水 層 間 の 遠 赤 外 線 の 精 密 セ ラ ミ ッ ク 顆 粒 層 、 KDF銅 亜 鉛 フ ィ ル タ ー
、 亜 硫 酸 カ ル シ ウ ム 層 、 コ コ ナ ッ ツ 殻 活 性 炭 層 は 交 換 で き な い の で 、 一 定 期 間 の フ ィ ル タ
ー 使 用 後 、 フ ィ ル タ ー 功 能 が 小 さ く な る か 無 効 に な り 、 フ ィ ル タ ー を 取 り 外 せ な い の で 、
新 し い フ ィ ル タ ー に 換 え な け れ ば な ら な い の で 、 環 境 保 全 を 無 視 し 、 ま た 、 経 済 的 で な い
。
４ ． ３ で 示 し た よ う に 、 フ ィ ル タ ー 構 造 は 実 際 の 生 産 時 、 本 体 一 端 が 蓋 体 で 、 通 常 、 熱 融
合 加 工 に よ り 本 体 と 結 合 す る が 、 使 用 時 に 水 圧 が 高 い と 、 蓋 体 の 熱 融 合 箇 所 が 応 力 に 耐 え
切 れ ず 爆 裂 し て 本 体 と 分 離 し 、 安 全 性 に 問 題 が 生 じ る 。
５ ． ３ で 示 し た よ う に 、 導 水 層 は 本 体 の 組 み 立 て 室 中 に 設 け ら れ る が 、 水 圧 が 高 く て 偏 移
を 生 じ る と 、 導 水 層 間 の フ ィ ル タ ー 体 は 隙 間 か ら 混 同 し て フ ィ ル タ ー 層 構 造 が 破 壊 す る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 考 案 の 目 的 は 、 取 り 外 し に 便 利 で 、 製 造 コ ス ト を 減 少 さ せ 、 環 境 保 全 を 考 慮 し 、 水 質 ろ
過 効 果 が 好 ま し い フ ィ ル タ ー を 提 供 す る こ と に あ る 。 そ の 構 造 は 、 中 空 状 で 、 二 端 が 進 水
口 、 出 水 口 を 有 す る 本 体 と 、 本 体 中 に 成 層 し 、 容 置 空 間 を 有 し 、 導 孔 を 有 す る 複 数 の 隔 層
体 と 、 活 性 石 、 KDF銅 亜 鉛 フ ィ ル タ ー 層 、 亜 硫 酸 カ ル シ ウ ム 層 、 活 性 炭 層 な ど を 隔 層 体 の
容 置 空 間 中 に 設 け る フ ィ ル タ ー 体 と 、 か ら な る 。 シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 、 台 所 の 蛇 口 、 RO純 水 機
等 と 結 合 し 、 水 質 は 隔 層 体 に よ り ろ 過 さ れ 、 浄 化 効 果 を 達 成 す る 。 本 体 中 空 状 内 壁 は 製 造
が 容 易 で 、 隔 層 体 は 定 位 も 容 易 で あ り 、 偏 移 せ ず 、 組 み 立 て 分 解 が 容 易 で 、 製 造 コ ス ト を
減 少 さ せ 、 且 つ 、 水 質 ろ 過 効 果 も 高 い 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 本 考 案 の も う 一 つ の 目 的 は 、 安 全 性 の 高 い フ ィ ル タ ー を 提 供 す る こ と に あ る 。 本 体 一
端 に 蓋 体 を 螺 設 す る か 、 或 い は 、 そ の 他 の 安 定 し た 連 結 構 造 の 蓋 体 を 有 し 、 取 り 外 し が 容
易 で 、 本 体 内 の 構 造 素 子 を 取 り 外 し 、 且 つ 、 蓋 体 の 結 合 強 度 が 強 く 、 安 全 性 が 高 い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 考 案 の フ ィ ル タ ー 構 造 は 、 中 空 状 で 、 二 端 が 進 水 口 、 出 水 口 を 有 す る 本 体 と 、 本 体 中 に
成 層 し 、 容 置 空 間 を 有 し 、 導 孔 を 有 す る 複 数 の 隔 層 体 と 、 活 性 石 、 KDF銅 亜 鉛 フ ィ ル タ ー
層 、 亜 硫 酸 カ ル シ ウ ム 層 、 活 性 炭 層 な ど を 隔 層 体 の 容 置 空 間 中 に 設 け る フ ィ ル タ ー 体 と 、
か ら な る 。 シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 、 台 所 の 蛇 口 、 RO純 水 機 等 と 結 合 し 、 水 質 は 隔 層 体 に よ り ろ 過
さ れ 、 浄 化 効 果 を 達 成 す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 の フ ィ ル タ ー 構 造 に よ り 、 シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 、 台 所 の 蛇 口 、 RO純 水 機 等 と 結 合 し 、
浄 化 効 果 を 達 成 し 、 本 体 中 空 状 内 壁 は 製 造 が 容 易 で 、 隔 層 体 は 定 位 も 容 易 で あ り 、 偏 移 せ
ず 、 組 み 立 て 分 解 が 容 易 で 、 製 造 コ ス ト を 減 少 さ せ 、 且 つ 、 水 質 ろ 過 効 果 も 高 い 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ 、 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 考 案 の 構 造 は 、 進 水 口 と 出 水 口 を 有 す る 本 体 １ ０ と 、 畳 状
に 成 層 し 、 容 置 空 間 を 有 し 、 且 つ 、 複 数 の 導 孔 を 有 す る 隔 層 体 ２ ０ と 、 ろ 過 効 果 を 有 す る
フ ィ ル タ ー 体 ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ 、 か ら な る 。 本 体 １ ０ は シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 、 台 所 蛇 口
、 RO純 水 機 等 と 結 合 し 、 水 質 ろ 過 効 果 が 好 ま し く 、 且 つ 、 隔 層 体 ２ ０ は 本 体 １ ０ 中 に 畳 状
に 成 層 し 、 定 位 が 容 易 で 、 取 り 外 し が 早 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 体 １ ０ は 中 空 状 で 、 一 端 が 蓋 体 １ １ を 螺 設 す る か 、 或 い は 、 安 定 連 結 し た 蓋 体 を 有 し
、 取 り 外 し て 、 本 体 内 の 構 成 素 子 を 交 換 で き 、 且 つ 、 蓋 体 の 結 合 強 度 が 好 ま し く 、 安 全 性
が 高 い 。 蓋 体 １ １ の 螺 鎖 時 、 パ ッ キ ン １ ２ を 併 設 し 、 防 漏 効 果 を 有 す る 。 蓋 体 １ １ は 内 螺
紋 孔 １ １ １ を 有 し て 、 進 水 端 と し 、 水 流 は 本 体 １ ０ 中 に 進 入 し て ろ 過 す る 。 本 体 １ ０ の も
う 一 端 は 、 螺 紋 部 １ ３ を 有 し て 、 出 水 端 と し 、 ろ 過 後 の 水 流 は こ こ か ら 流 出 し て 使 用 者 に
提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 隔 層 体 ２ ０ 外 径 は 本 体 １ ０ 内 径 に 合 わ せ て 、 本 体 １ ０ 中 に 畳 状 に 成 層 し 、 本 考 案 は ４ 層
の 設 置 を 実 施 例 と し て い る が 、 所 定 の 大 小 の 容 置 空 間 ２ １ を 有 し 、 ま た 、 渦 形 に 配 列 さ れ
た 導 孔 ２ ２ を 有 し 、 水 流 を 渦 流 状 に し て 、 フ ィ ル タ ー 網 効 果 を 兼 具 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
フ ィ ル タ ー 体 ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ は そ れ ぞ れ 、 活 性 石 、 KDF銅 亜 鉛 フ ィ ル タ ー 層 、 亜
硫 酸 カ ル シ ウ ム 層 、 活 性 炭 、 或 い は 、 そ の 他 の 水 質 ろ 過 功 能 を 有 す る フ ィ ル タ ー 体 で 、 所
定 の 量 を 隔 層 体 ２ ０ の 容 置 空 間 ２ １ 中 に 設 置 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 隔 層 体 ２ ０ は 本 体 １ ０ 中 に 装 着 し た 後 、 上 方 、 及 び 、 下 方 （ 本 体 １ ０ の 進 水 口 と 出 水 口
） に そ れ ぞ れ 導 水 体 ４ ０ を 設 置 し 、 隔 層 体 ２ ０ 、 導 水 体 ４ ０ 間 が 緩 ん だ り 、 偏 移 し た り せ
ず 、 使 用 、 或 い は 、 未 使 用 時 、 隔 層 体 ２ ０ 内 の フ ィ ル タ ー 体 は 相 互 に 混 同 し な い 。 導 水 体
４ ０ は フ レ ー ム ４ １ を 有 し 、 フ ィ ル タ ー 綿 ４ ２ を 設 置 し て 、 隔 層 体 ２ ０ 内 の 活 性 石 ３ １ が
外 れ 落 ち る の を 防 止 し 、 ろ 過 効 果 が あ り 、 隔 層 体 ２ ０ と 本 体 １ ０ 内 壁 間 の 挟 置 で 固 定 す る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 述 の 各 素 子 は 、 FDA食 品 医 薬 品 局 認 可 の 材 料 に よ り 生 成 さ れ 、 耐 熱 、 無 毒 、 非 易 砕 等 の
効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 の 素 子 の 組 み 合 わ せ 後 、 使 用 時 に 、 水 流 は 本 体 １ ０ 進 水 口 か ら 本 体 １ ０ 内 に 流 入 し
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、 隔 層 体 ２ ０ 、 及 び 、 フ ィ ル タ ー 体 ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ 多 層 を 経 て ろ 過 さ れ 、 最 適 な
水 質 を 得 て 、 本 体 １ ０ 出 水 口 か ら 流 出 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ で 示 さ れ る よ う に 、 本 体 １ ０ 中 空 状 内 壁 は 突 起 や 凹 部 が な く 、 製 造 が 容 易 で あ る 。
隔 層 体 ２ ０ を 本 体 １ ０ に 配 置 し た 後 、 定 位 さ れ て 偏 移 せ ず 、 水 平 度 が よ い の で 、 工 具 が 不
要 で あ る 。 蓋 体 １ １ と 隔 層 体 ２ ０ は 取 り 外 し が 容 易 で 、 各 層 の フ ィ ル タ ー 体 の 交 換 に 便 利
で 、 組 み 立 て コ ス ト を 抑 制 し 、 環 境 保 全 に も よ い 。 隔 層 体 ２ ０ は 渦 形 配 列 の 導 孔 ２ ２ を 有
し 、 水 流 通 過 時 、 渦 流 状 を 形 成 し 、 本 体 １ ０ 内 の フ ィ ル タ ー 体 と 充 分 に 混 合 し 、 層 を 経 過
し て ろ 過 後 の 水 質 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ で 示 さ れ る よ う に 、 隔 層 体 ２ ０ 容 置 空 間 ２ １ の 底 部 は 緊 密 結 合 方 式 で フ ィ ル タ ー 綿
５ １ を 設 置 し 、 水 質 ろ 過 効 果 を 増 強 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ で 示 さ れ る よ う に 、 隔 層 体 ２ ０ 間 は 上 下 層 間 と 接 触 す る 壁 縁 に よ り フ ィ ル タ ー 綿 ５
２ を 挟 置 し 、 水 質 ろ 過 効 果 を 増 強 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ 、 図 ７ で 示 さ れ る よ う に 、 隔 層 体 ２ ０ ａ の も う 一 つ の 構 造 は 、 容 置 空 間 ２ １ a底 部
に 中 空 の フ レ ー ム ２ ２ ａ を 一 体 成 形 し 、 フ レ ー ム ２ ２ ａ に よ り フ ィ ル タ ー 綿 ２ ３ ａ を 設 置
し 、 水 流 通 過 時 、 雑 物 を ろ 過 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ８ で 示 さ れ る よ う に 、 隔 層 体 ２ ０ ｂ の 構 造 は 、 隔 層 体 ２ ０ ｂ の 底 部 周 縁 に 突 部 ２ １ ｂ
を 有 し 、 隔 層 体 ２ ０ ｂ の 上 側 周 縁 に 突 部 ２ １ ｂ に 相 対 し て 凹 部 ２ ２ ｂ を 有 し 、 組 み 立 て 時
、 隔 層 体 ２ ０ ｂ の 突 部 ２ １ ｂ 、 凹 部 ２ ２ ｂ が 嵌 合 し 、 隔 層 体 ２ ０ ｂ が 結 合 し 、 こ れ に よ り
、 隔 層 体 ２ ０ ｂ は フ ィ ル タ ー 本 体 外 に フ ィ ル タ ー 体 を 装 着 し て 筒 体 に し 、 フ ィ ル タ ー 本 体
中 に 直 接 装 乳 し 、 取 り 外 し が 容 易 で 、 製 造 コ ス ト を 減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ９ で 示 さ れ る よ う に 、 本 体 １ ０ 一 端 は 進 水 口 に 設 け ら れ た 内 螺 紋 孔 １ １ １ を 台 所 流 し
台 ６ ０ の 蛇 口 切 り 換 え 器 ６ １ 上 に 設 置 し 、 本 体 １ ０ も う 一 端 は 出 水 口 に 設 け ら れ た 外 螺 紋
部 １ ３ に よ り 出 水 導 引 管 ６ ２ を 結 合 す る 。 こ れ に よ り 、 水 道 水 管 路 中 の 水 源 は ま ず 、 本 体
１ ０ に よ り ろ 過 さ れ 、 出 水 導 引 管 ６ ２ か ら 流 出 し 、 厨 房 で 好 ま し い 水 質 の 水 を 使 用 で き る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ０ で 示 さ れ る よ う に 、 本 体 １ ０ 一 端 は 進 水 口 に 設 け ら れ た 内 螺 紋 孔 １ １ １ を 浴 室 の
蛇 口 切 り 換 え 器 ７ ０ 上 に 設 置 し 、 本 体 １ ０ も う 一 端 は 出 水 口 に 設 け ら れ た 外 螺 紋 部 １ ３ に
よ り シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ８ ０ の 出 水 導 管 ８ １ と 連 接 す る 。 こ れ に よ り 、 水 道 水 管 路 中 の 水 源 は
ま ず 、 本 体 １ ０ に よ り ろ 過 さ れ 、 シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ８ ０ か ら 流 出 し 、 シ ャ ワ ー 時 に 好 ま し い
水 質 の 水 を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 体 １ ０ は 同 様 の 構 造 で 、 Ｒ Ｏ 純 水 器 、 水 槽 等 と 結 合 で き 、 市 場 の 水 質
ろ 過 製 品 が 多 い の で 、 シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 、 台 所 蛇 口 だ け を 実 施 例 と し て 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 フ ィ ル タ ー 本 体 の 立 体 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 フ ィ ル タ ー 本 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 フ ィ ル タ ー 本 体 内 の 水 流 通 過 状 態 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 隔 層 体 内 に フ ィ ル タ ー 綿 の 実 施 例 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 隔 層 体 内 の フ ィ ル タ ー 綿 の 実 施 例 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 隔 層 体 の も う 一 つ の 構 造 実 施 例 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 隔 層 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 隔 層 体 の も う 一 つ の 構 造 実 施 例 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 フ ィ ル タ ー 本 体 を 台 所 用 に し た 実 施 例 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 フ ィ ル タ ー 本 体 を 浴 室 シ ャ ワ ー 用 に し た 実 施 例 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
10… 本 体        
11… 蓋 体
111… 内 螺 紋 孔    
12… パ ッ キ ン
13… 外 螺 紋 部    
20、 20a、 20b… 隔 層 体
21… 容 置 空 間    
22… 導 孔
31… 活 性 石 　
32… KDF銅 亜 鉛
33… 亜 硫 酸 カ ル シ ウ ム   
34… 活 性 炭
40… 導 水 体    
41… フ レ ー ム
42、 ５ １ 、 ５ ２ 、 ２ ３ ａ … フ ィ ル タ ー 綿      
60… 流 し 台
61、 ７ ０ … 蛇 口 切 り 換 え 器
62… 出 水 導 引 管  
80… シ ャ ワ ー ヘ ッ ド      
81… 出 水 導 管   
21a.容 置 空 間
22a… フ レ ー ム           
21b… 突 部
22b… 凹 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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